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「“安曇”にはロマンさえ漂う快い響きがある。安曇地

方にとって最高最大の文化遺産は“安曇”という地名その

ものであろうと思う。」これは高名な民俗・日本思想史家

の言葉である。我々もその“安曇”の語を冠する歴史探求

の会を続け、会報“安曇人”を発行している。

“安曇人”は町村合併の所産の一つであると思う。安曇

は地域の顔であり、共有財産であるが、"安曇人"は旧町村

では遠慮してあまり使われなかったように思う。“信州人”

は広く使われているし、各地で“○○人”という使われ方

は多い。諏訪大社の御柱の年がめぐって来ると“諏訪人”

ということばが目につく。穗高神社でも遷宮祭の際に”安

曇人”という表現を使っている。

「地名は歴史である」と古代語の研究家はいう。地名は

ことば、技術、情報、思潮、信仰、芸能、などと同様、本

来、形ではなく目に見えないものである。仏典の中の「色

即是空」である。語源には諸説あるが定説はない。

地形起因説では、「アス」、「アズ」は崩落地で、梓

川、梓水神社近くに典型的な場所があるという。ただし

言語学的にみれば古代語では全く別の意味があるようだ

し、古代朝鮮語では「ア」は「大」を、「ス」は「東」

「島」などを意味するらしい。河内飛鳥のアスカという

地名はスカラのラが脱落、語頭にアがついてアスカとなっ

たものとのこと。原形は「大東伽羅（アスカラ）」で、

渡来系集団の国名が地名となったとの説がある。

これらは地名のほんの一例に過ぎない。「アヅミ」は

本当に素晴らしい地名であり、どんな秘密が隠されてい

るのだろうか。我々にはまだまだ沢山の学ばなければな

らないことがある。安曇人の誇りを大切にして「アヅミ」

の探求を続けなければならない。

道は遠いが楽しみも多い。
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いただき、収集整理された布目瓦や須恵器などを拝見し

た時のことだった。（後にこの時見た布目瓦が明科廃寺

の布目瓦の布目と同じである事を知った）しかし、むし

ろ私が興味を持ったのは紹介された山田史誌に掲載され

た「小野篁行状記録」の岡田一条関係の記事、承和9年

（842）の「束間見取図」であった。これは承和の大地

震の一年後の記録で、地元の私としては納得のゆく絵図

であり於加田原（松本市原は私の住所である）を中心に

束間温湯（浅間温泉）や国府とか前堂田川（女鳥羽川）

井更山（伊深山）錦服（錦織驛跡？）慶弘明寺（慶弘寺

跡）本宮（岡田神社の本宮若宮八幡社）それから安曇と

はっきり書かれて矢印も付け加えられている、此処は今

の松本トンネルも開いているが矢作から島内へ抜ける重

要道路である。

また平成29年3月には松本市の野澤重喜氏より「小野

美材信濃国滞在記録」を戴き、山田の大澤さんからも小

野美材要約編集「小野篁行状記録」の全文を戴いた。こ

の稿で全て紹介することは出来ないが捧の庄（今の松本

市の中心部か？）大内為年が八条院の食糧不足に対応す

るため蔵人安曇実足氏に指図す、と記録されている項が

あるなど於加田原の平野神社の記述など捨て置くことの

出来ない資料である。

「小野篁行状記」は明治15年頃京都の西京小学校の隣

接地にあった祠で灰釉陶器に入って明月記と一緒に見つ

かったと伝えられている。大阪の建築業者（小野組）が

所蔵していて、それを井上光貞氏（東京帝大教授）に持

ち込まれ、国立図書館の未公開資料として格納された。

その後、大和岩雄氏、井上光貞氏、後に森浩一氏が調査・

解読を始めている。

史料としての価値、評価は人によって分かれている。

が『先人の生きざま』で次のように書いている。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

養老坂の地名が初めて資料に見えるのは貞享3年（1686）

の貞享騒動の際に差し出された「麻績組田沢村10月18日

松本へ参候者改帳」（明科町、関沢氏所蔵）の中の「よぅ

ろぅ坂みね」である。この「よぅろぅ坂」について松本

史談会の故堀内千万蔵氏は「奈良朝時代、防人（さきも

り）など庸の役を務めた丁（よぼろ）が通った道である

ところから丁坂（よぼろざか）が養老坂と変化したもの

であろう」としている。また一説として道を作った年代

が奈良時代初めの養老年間（717～723）であるからとす

る人もある。養老道は浅間村などの古絵図によると、浅

間温泉の上浅間の北端より西へ進み茶臼山南端から水田

を横切り、女鳥羽川を渡り原部落の南端近くの水田を横

切り、女鳥羽中学校（南に七日市場あり）の北側を抜け、

堀之内館址のある田中集落の南に出て、ここから矢崎を

経て、普門院大門前を過ぎ塩倉の観音堂付近を越して養

老坂の峯に至り、ここから松本市島内下平瀬の泣坂を下っ

て下田に至り、ここで道は川手道と仁科道に分岐する。

左手の仁科道は、梓川の舟渡である熊倉の渡しを経て、

古代安曇郡の郡家（又は郡衛）のあったと推定される南

安曇郡穂高町（現安曇野市穂高）柏原付近で南北に走る

千国道に合流し、穂高神社前を過ぎて北安曇郡北小谷村

（現小谷村）千国に至っている。これが古代から中世・

近世に至る安曇郡と筑摩郡国府や、後の松本城下とを結

ぶ重要道路であった。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・

私がこの国府のことで「小野篁行状記録」を知ったの

は 平成28年、平瀬城の景観整備で城跡の草刈に出た時

だった。帰途山田町会の大澤千尋さんから自宅にお招き

私が子供の頃（昭和25～26

年頃）熊倉の叔母の家で従兄

弟達と遊ぶのが楽しみだった。

旧本郷村原から岡田の塩倉を

通って養老坂を下り、山裾の

篠ノ井線を渡り、舟渡に出て

対岸に声をかけると、向こう

岸からロープに繋がれた川舟

が川上に舟先を向けてゆっく

りと此方の岸に着く、そして

舟賃を払い対岸に渡った。こ

の道が筑摩郡と安曇郡を繋ぐ

重要な道路であった事など思

いもしなかったが、近年信濃

国府が浅間に在った事など報

告が成されている。

この塩倉の養老坂について

は私の隣家の故倉科明正さん

安曇と束間と国府を繋ぐ道 倉科武久
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堀金一族ゆかりの地を訪ねて 堀金隆雄

本年６月９日（日）ふるさと堀金を楽しむ会・岩原の

自然と文化を守り育てる会の共催「富山へ岩原城主堀金

氏を訪ねる研修旅行」に参加しました。

昨年、７月１日（日）付の信濃毎日新聞に「勧帰寺」

が紹介されてから、訪れたい気持ちが以前にも増して募

りましたが、なかなか行かれず一年が過ぎてしまってい

たので、この機会を逃してはと早速申込みました。

安曇野では「勧帰寺」を知らない方が多いと思われま

すが、「堀金城山」の山号で分かりますように、この地

とは大変深い繋がりのある寺院です。勧帰寺から頂いた

資料に、現住職・瑞法は１７世（堀金氏１８代）とあり

ます。遡って初代住職・順照は堀金氏三代の盛広です。

なぜ戦国時代に安曇野から富山に行き出家したのかを想

像はしていましたが、それを超える話を聞くことができ

納得するに至りました。

堀金氏は仁科盛國の四男・盛公が５００年ほど前の大

永年間（1521～1527）に堀金の地に進出して堀金を名乗

り、二代・政氏、三代・盛広と続きますが、天正１０年

（1582）、まさに戦国時代のターニングポイントとなる

この年に盛広そして堀金氏一族にも大きな変化が起こり

ます。

それまでの数十年間、初代盛公は天文１９年（1550）

７月、深志城外で武田軍に斃れ、翌・天文２０年１０月、

２代・政氏は武田に出仕した直後から平瀬城攻略・小岩

嶽城攻撃・川中島の戦いへと駆り出されたとみられ、又

その間にも平倉城攻めと戦乱に明け暮れ、遂には第４次

川中島合戦（永禄４年・1561）で討ち死にしてしまいま

す。３代目となった盛広は永禄１０年（1567）信玄に起

請文を書かせられ雁字搦めとなりますが、生き延びるた

めの選択肢を模索し、この上は討ち死にとならぬよう腹

を決め、この年に縁組みします。

尚、堀金村誌及び岩原の自然と文化を守り育てる会の

平成３０年２月例会資料の第１０番宝降山安楽寺に「永

禄１２年（1569）安楽寺へ堀金氏より城山寄進の文書が

あることが記されているが、戦国時代に大事な要害（城

山）を堀金氏が安楽寺へ寄進する筈がないので、後代の

安楽寺僧の偽文書であろう。」とありますが、あながち

偽書とは思えません。何かしらの策を講じていたように

思われます。

天正１年（1573）、信玄が没し、天正３年に勝頼は長

篠の戦いで大敗、天正６年には上杉謙信が没し、いよい

よ天正１０年、風雲急を告げます。３月、仁科盛信（県

歌・信濃の国では信盛）は織田軍に攻められて高遠城に

て討ち死に、次いで勝頼は天目山で自決して武田氏は滅

亡。６月には本能寺の変で信長没。翌７月、小笠原貞慶

が深志城に入城。そしてこの夏、堀金盛広は守り本尊の

石の不動明王を背負い、妻菊と嫡男・盛千代１３歳を伴

い越中を目指して幾つもの峠を越えました。

私はこれまでこの越中砺波行きを追放・逃亡に近いイ

メージで捉えていましたが、今回の勧帰寺訪問によって

必ずしもそうではないと言うことを知りました。それは

盛広が祖父・盛公、父・政氏の無残な討ち死にを見てい

たことで、堀金郷の人々の平和を願い小笠原氏との争い

を避けるため小笠原との話し合いによってこの地を離れ

たことが分かったからです。そして岩原城を安楽寺に寄

進して、甲府の長延寺の住職・実了師慶の仲介で越中国

砺波郡の一向宗の古刹・和沢山勝満寺の慶順和尚を頼っ

て、翌１１年（1583）仏門に入り順照と名を改めて修行

に励み、５年後、天正１６年に勝満寺の末寺として勧帰

寺を開基したことも分かりました。また残された堀金一

族の中には帰農して豊科踏入、入山辺東桐原に落ち着い

た者もあり現在に至っております。

かつては小笠原と仁科

は通婚して姻戚関係となっ

ており、堀金初代盛公の

母は小笠原長朝の女子で、

また祖母は小笠原清宗の

女子であったとみられ、

これらも貞慶と盛広の話

し合いがまとまった一因

であろうかと思います。

盛広（順照）は慶長１

１年（1606）に亡くなり

ますが、ようやく太平の

世が訪れようとしている

気配を最期の意識の中で

感じられたであろうことが何よりの救いであったと思い

ます。盛広（順照）が武器を捨て話し合うことによって

争いから身を引き平和を求めた結果、今の我が身がある

ことに歴史の流れを感じます。

顧みるに多くの人々が盛広の心に寄り添えればとつく

づく思わずにはいられません。

安楽寺跡の石垣

写真：盛広が勝満寺から譲り受けた阿弥陀如来立像
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安 曇 野 歴 史 サ ロ ン 好評開催中 事務局長 川﨑克之

今年度の主要事業として4月以来、安曇野歴史サロン

を毎月開催してきました。想定以上の参加者のため配布

資料の数が不足してご迷惑をお掛けした月も何回かあり

ましたが、新たな会員を迎えることができるなど好評裏

に推移しています。

しかし、講演会の連続開催には高評価をいただいてい

るものの、質疑応答について時間的制約などもあって一

方通行の話になりがちで必ずしも満足していただけてい

ないということも事実です。また会員相互の意見交換の

場を作るべきというご意見もあります。

こうしたご意見に対応すべく講演会のフォローアップ

をメインとした勉強会を下半期に実施することを計画し

ています。

・・・・・・上半期実施講座・・・・・・・

4月21日「安曇氏族の興亡」講師：金井恂氏

5月25日「安曇氏と仁科一族の盛衰」講師：丸山楽雲氏

6月22日「邪馬台国と九州王朝の謎」講師：鈴岡潤一氏

7月27日「安曇族研究史 序説」講師：古川幸男氏

8月24日「安曇族・サ・エ・ラ」講師：平林厚美氏

9月21日「仏教伝来と明科廃寺」講師：大澤慶哲氏

・・下半期の予定（ 変更になる場合があります ）・・

10月26日「日本史のここが変わった」講師：池田義光氏

会場：豊科公民館大会議室

11月23日「安曇野の古墳時代」講師：山下泰永氏

会場：穗高会館第１・２会議室

12月14日「五千年前の安曇野」講師：百瀬新治氏

会場：豊科公民館大会議室

1月19日「歴史と小説と」講師：遠藤武文氏

会場：豊科公民館大会議室

2月23日「古代の信濃ブランド 梓弓」講師：岩淵軍平氏

会場：豊科公民館大会議室

3月28日「穗高神社物語」講師：等々力良勝氏

会場：豊科公民館大会議室

いずれも開場１３時・開会１３時半～１５時

写真：小松宏彰

編 集 後 記 会 長 丸山祐之

「歴史サロン」前半は順調に実施できたと思います。

後半のラインアップもほぼ出来上がり、来年3月までの

予定が立ちました。これもひとえに講師の皆さんのおか

げで感謝にたえません。

会報はこの度で15号の発行となりますが、こちらはこ

れまで寄稿者の方々のご協力でなんとか編集できました。

会報は会員の“何でも発信”の場として設けております。

何か耳寄りな話、新しい知見など、成果を独り占めにし

ないで、是非気軽に寄稿し、また活用していただきたい

と思います。

本年、地域貢献事業として、市内の古墳の整備を市文

化課の指導を頂いて始めてみました。まず手始めに７月

３日有志９名で“犬養塚”にて作業を行いました。先日

その後の様子を見てきましたが、既に草木が伸びてきて

おり、なかなか大変なことだと思いました。市内には穗

高古墳群が大多数ですが、堀金・明科にもそれぞれ数カ

所あり、全部で約100基あります。我々市民団体の出来

うる無理のない範囲で市との協働が出来たらと思います。

秋には第2回目を企画しますので、皆さんハイキング気

分で参加されたら如何でしょうか。

歴史サロン日帰り研修旅行 参加者募集

信州の縄文時代が実はすごかった
という本の著者、藤森英二氏に会いに行こう。

北相木村考古博物館・北杜市考古資料館他を巡ります。

11月10日（日）9時～17時 集合：穗高会館駐車場

参加費：4500円 申込み：保阪☎090-1042-7714

犬養塚古墳


